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　日頃より、皆様には格別のご愛顧を賜り、厚くお礼

申しあげます。

　この度、２０２２年９月末現在における経営内容を

お知らせする「ミニレポート　２０２２．０９」を作成

いたしました。ご高覧のうえ、一層のご理解をいただけ

れば幸いに存じます。

　今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあ

げます。

２０２２年１１月



  預金・貸出金の状況
（単位:百万円）

  貸出金業種別内訳
（単位:百万円）

貸出金業種別内訳（2022年9月）

製造業
農業、林業
漁業
鉱業、採石業、砂利採取業
建設業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
金融業、保険業
不動産業
物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
飲食業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療、福祉
その他のサービス
地方公共団体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合計
業種区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

  損益の状況

（単位:百万円）

業務純益
コア業務純益
経常利益
当期純利益

  自己資本の構成と自己資本比率

自己資本の状況

（単位:百万円）

2022年3月末2022年9月末

コア資本に係る基礎項目の額 ( A )
コア資本に係る調整項目の額 ( B )
自己資本の額[ (A) - (B) ] ( C ) 自己資本額## ##

リスクアセット ( D )

単体自己資本比率 ( C ) / ( D )×100 自己資本比率## ##

100.00%
13,334
67,921

2,096
10,324

1,621

2,026
10,955

68,649
13,634

２０２２年９月末

13
1,258

1,600
1,596

6,303
4,763

-
1,035

33

1,576

残高

7,631
104

-

7,200
132

938
6,413
4,764

35
8,695

421
517

8,778

413
503

426
139

7,772
99

533
133

0.78%
0.19%

11.44%
0.14%

2.35%
2.34%

9.27%
7.01%

12.80%
0.04%

0.00%
1.52%

5,302 5,427

0.60%
0.74%

170 122

8.85% 8.99%

5,131 5,305
57,964 58,972

93 125 32 

～自己資本比率は国内基準の4.00％を上回る水準を維持～
 自己資本の額は、利益の積み上げ等により前期末と比べ1億73百万円増加して53
億5百万円となり、リスクアセットは、前期末と比べ10億7百万円増加して589億72百
万円となりました。この結果、自己資本比率は、前期末と比べ0.14ポイント上昇の
8.99％となりました。

2022年3月末 2022年9月末

31 

11
1,321

105 130

3.08%
15.20%

0.01%
1.85%

19.63%

97
104

　業務収益は、資金収益や債券売却益の減少が
あり減収となりましたが、経費の節減に努めた結
果、業務費用はこれを上回り減少、結果、業務純
益は前年同期比24百万円増加の1億30百万円に
なりました。
　また、信用金庫本来の事業活動の利益を示す
コア業務純益は、31百万円増加の1億29百万円
となりました。

2022年4～9月 増減2021年4～9月
24 

129 25 
129

構成比
10.71%
0.19%

貸出金 68,649 67,921

7,276
134

２０２２年３月末
残高

 預金積金は、長引くコロナ禍で個人消費が引き
続き抑制的であったことから個人の流動性預金
を中心に増加した結果、前期末と比べ44億30百
万円増加しました。
 貸出金は、資源高等への相談窓口を設置する
など事業所向けの資金繰り支援に注力した結果
企業向け貸出金は増加したものの、地方公共団
体や個人向けが減少したため、前期末と比べ7億
27百万円減少しました。

２０２１年９月末 ２０２２年３月末 ２０２２年９月末

預金積金 178,671 175,896 180,327
70,037

製造業

10%

建設業

11%

卸売業、

小売業

9%

金融業、

保険業

7%不動産業

12%

医療、福

祉

1%

その他の

サービス

3%

地方公共

団体

15%

個人

19%

（単位：%）

5,131 
5,305 

8.85% 8.99%

2022年3月末 2022年9月末

自己資本額 自己資本比率

（単位：百万円）



  有価証券の時価情報

（単位：百万円）

貸借対照表計上額
が取得原価を超え
るもの

△ △
貸借対照表計上額 △ △
が取得原価を超え △ △
ないもの △ △

△ △
△ △
△ △

（注）１．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。２．上記の「その他」は外国証券及び投資信託等です。
（注）３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

（単位：百万円）

△ △
△ △

（注）１．時価は期末日における市場価格等に基づいております。２．上記の「その他」は外国証券及び投資信託等です。
       ３．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

  不良債権の状況

信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権 （単位：百万円）

　　　不良債権残高

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9
危険債権 -
要管理債権 - 2022年3月末2022年9月末

小計（不良債権） a 9 5,022 5,031

正常債権 △ 9
合計 -
不良債権比率 0.01%

保　全　額 b 9
貸倒引当金 -
担保・保証 9

保　全　率 0.03%

 お客様からお預かりした預金は、地域の皆様へ融資しているほか、格付けの高い有価証券(国債、社債等)などのリスクを限
定した安全な資産で運用しておりますが、欧米各国で高いインフレ率が継続したことから各国中央銀行が金融引き締めに動
いた結果、市場金利は上昇、有価証券時価は大幅に下落しました。

その他有価証券 種　類
２０２２年３月末 ２０２２年９月末

貸借対照表
計上額

差　額

447  15,490  15,157  

貸借対照表
計上額

取得原価

- 株式 - - - - 

取得原価 差　額

- 
332  

国債 4,764  4,613  150  4,230  4,114  116  
債券 22,091  

6,644  141  
地方債 5,053  4,958  95  4,473  4,398  

21,643  

1,591  14  585  578  

75  
社債 12,273  12,071  201  6,786  

6  
小　　計 23,697  23,234  462  16,075  15,735  339  

その他 1,605  

20,631  1,063  
株式 - - - - - 

10,744  473  9,801  10,743  

- 
債券 13,532  14,023  491  19,567  

941  
地方債 419  423  3  886  897  11  
国債 10,270  

11,365  1,147  
社債 2,842  2,855  13  8,879  8,990  

24,676  1,021  29,784  31,996  

110  
その他 10,122  10,652  529  10,217  

2,211  
合　　　　　　計 47,352  47,911  559  45,860  47,731  1,871  

小　　計 23,655  

満期保有目的の債券 種　類
２０２２年３月末 ２０２２年９月末

貸借対照表
計上額

時　価 差　額
貸借対照表

計上額
時　価 差　額

時価が貸借対照表計
上 額 を 超 え る も の

国債 - - - - 

社債 - - - 

- - 
地方債 674  697  23  644  664  19  

- - - 
その他 500  502  2  500  502  2  

小　　計 1,174  1,200  25  1,144  1,166  21  

時価が貸借対照表計
上額を超えないもの

国債 - - - - - - 
地方債 - - - - - - 

790  9  
社債 - - - - - 

794  5  800  790  

- 
その他 800  794  5  800  

9  
合　　　　　　計 1,974  1,994  20  1,944  1,956  12  

小　　計 800  

 信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権による開示での不良債権の額は、前期末と比べ9百万円増加して50億
31百万円となり、総与信額に占める割合は、前期末と比較して0.01ポイント上昇の7.29％となりました。不良債権に対する保全率について
は前期末と比べ0.03ポイント上昇の85.92％となりました。

2022年3月末 2022年9月末 増減
773 782

3,958 3,958
290 290

5,022 5,031
63,919 63,910
68,941 68,941
7.28% 7.29%

　
   不良債権は、その大半
   を担保・保証、貸倒引当
   金により保全されており
   ます。

4,313 4,323
1,214 1,214
3,098 3,108

b/a 85.89% 85.92%

2022年3月末 2022年9月末 増減

●本資料に掲載している計数は、単位未満を切り捨てて表示しております。

5,022 5,031 

2022年3月末 2022年9月末

（単位：百万円）



　ト ピ ッ ク ス

◆ 令和4年4月 ● 成人年齢引下げに応じた目的型ローンとカードローンの取扱いを開始しました。
● 魚津市の電子地域通貨「ミラペイ」の利用状況について、アンケートを実施し、

とりまとめ結果を魚津市商工観光課へ提供しました。
● 各種補助金申請・計画書の作成等に対するコンサルティング業務を開始しました。

◆ 令和4年5月 ● 魚津市の片貝川流域水循環遺産活用事業に賛同し、「かたかい」川の駅プロジェ
クトに参加しました。

◆ 令和4年6月 ● ５店舗（入善支店、泊支店、水橋支店、新庄支店、富山支店）において、窓口
営業休止時間（1時間）を導入しました。

● 第９９期通常総代会をホテルグランミラージュで開催しました。
● 入善高校農業科の生徒が育てた「花の苗」を年金支給日に店頭で配布しました。

◆ 令和4年7月  職業体験学習
「14歳の挑戦」
 で、魚津市内の
 ５人の中学生が
 信用金庫の仕事
 を体験しました。

鴨川一斉清掃（魚津市）に参加。

◆ 令和4年8月 ● コロナ禍にあって、３年ぶりの開催
となった「せり込み蝶六踊り街流し」
（魚津市）、「入善音頭まち流し」
（入善町）に参加しました。

● 夢発見とやま企業魅力体験で、桜井高校生13人の企業体験研究に協力しました。
● 入善高校生発案の「飲む募金」“天然水「RED」”を年金受給者へ配布しました。
● 子供や高齢者が健やかに暮らすお手伝いとして、職員の家庭に余っているタオル

を入善町社会福祉協議会へ寄付しました。
◆ 令和4年9月 ● 献血活動を本店で行い、職員が協力しました。

● 魚津市社会福祉協議会が推進するフードネーション（食品支援事業）に賛同し、
職員の家庭で眠っていた食品を寄付しました。

● 消費税のインボイス制度、様々な税金
のキャッシュレス納付について理解を
深めるため、魚津税務署の協力を得て
研修会を開催しました。

富山県魚津市双葉町６番５号
ＴＥＬ．０７６５－２４－１２１４（代）　ＦＡＸ．０７６５－２４－６２７７
URL　https://www.shinkin.co.jp/niikawa/


